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エヌ・シー・エヌ 木造耐震設計建築システム「耐震構法 SE 構法」 

初の海外工務店を施工店登録 

ヘガパッシブ建築株式会社（韓国・清州市） 

  

SE 構法物件 左：住宅／右：中大規模木造建築（保育園） 

 

株式会社エヌ・シー・エヌ（所在地：東京都港区、代表取締役社長：田鎖郁夫、以下エヌ・シー・エヌ）は、韓国における海外

木造耐震設計事業の拡大のため、新たに韓国のヘガパッシブ建築株式会社（以下ヘガパッシブ建築）を、2019 年６月より

「耐震構法 ＳＥ構法」の登録施工店としました。 

 

エヌ・シー・エヌは創業以来、23 年にわたり木造耐震設計事業を中心とした事業を展開し、工務店を中心にハウスメーカー

など住宅供給会社とのネットワークを形成し、全てに構造計算を実施した木造建築物を供給することで、木造建築の耐震性

の向上、安全性の確保と資産価値の向上に寄与してまいりました。 

日本国内の登録施工店のネットワークは現在 520 社（2019 年 3 月末現在）となり、年間約 1700 棟、延べ 22,000 棟超の

木造住宅を提供しています。 

 

エヌ・シー・エヌは海外での木造耐震住宅の普及を拡大し、日本のみならず世界の住宅の安全性と耐久性の確保を支援す

るために、かねてより当社事業に関心を寄せていた韓国のヘガパッシブ建築を海外初の登録施工店といたしました。「日本に

資産価値のある住宅を提供する仕組みをつくる」「日本に安心・安全な木構造を普及させる」という２つのビジョンを掲げるエ

ヌ・シー・エヌは、木造建築の耐震性の普及による安全性の確保と、木造住宅の資産価値維持向上を目指し、国を超えて

様々なサービスをご提供させていただくことで、お施主様が安心して暮らせる家づくりを目指してまいります。 

 



１．韓国における初の工務店登録の背景 

（１）韓国の木造事情 

2017年12月に韓国では建設交通部の耐震規定が、「2階以上、延べ面積200㎡以上のすべての住宅に対して耐震設

計が義務化」へと改訂されました。木造建築物も例外ではなく、建築確認申請の際に耐震設計確認に必要な構造安全確

認書と構造計算書の提出が義務となりました。本法改正後、エヌ・シー・エヌには韓国で木造非住宅を計画中の建設業

者・設計者より「SE 構法の構造計算」に対する問い合わせが増加いたしました。 

「木造軸組み工法＋パッシブデザイン」による木造建築を手掛ける工務店であるヘガパッシブ建築は 2019 年秋に上棟を

計画している老人施設（512 平方メートル）の建設にあたり SE 構法の採用を検討し、この度の登録へと繋がりました。 

 

（２）地震対策への関心 

2017年11月に発生した浦項（ポハン）地震（M5.4）などにみられるように、ここ数年、韓国でも地震による建物への被害が

発生し、住戸に対する耐震性の向上に意識が高まっています。 

韓国における木造住宅の着工戸数は 11,689 棟（2017 年韓国通計庁）で２ｘ４による建築が主流ですが、耐震性能の高

い日本の木造軸組み工法へ関心を持つ建設業者・建て主は増加傾向にあります。また、法改正もあり「耐震工法 SE 構

法」の韓国内での採用は高まっていくと感じられます。 

 

（３）SE 構法の供給体制 

日本国内の SE構法指定プレカット工場で部材加工した後、航路により韓国へ輸送され、現地登録施工店により 

施工されます。韓国向け SE構法は「ヒノキ集成材」仕様となります。 

 

２．今後の展開 

 すでに複数社よりの SE構法採用の問い合わせがあり、韓国内において非住宅および SE住宅モデルハウスの計 

画も進行中です。2020 年 3 月期の SE構法出荷見通しは 5棟。2021 年 SE 構法出荷は 10 棟を見通しています。 

 

３．登録施工店の概要 

社 名：ヘガパッシブ建築株式会社（HAEGA PASSIVE HOUSE INC．） 

所在地：韓国 忠清北道（チュンチョンプクト）清州市（チョンジュ市）興徳区（フンドク区） 

設 立：2018 年 8 月 

代表者：チョウ・ミング―氏、ジ・ホジン氏 

事業内容：同社はチョウ・ミングー氏（設計事務所代表）・ジ・ホジン氏（建設会社代表）が 2018年 8 月に木造軸組み＋ 

パッシブデザイン専門の建設会社として設立。 

住宅、非住宅を取り扱う。施工エリアは韓国全域。同社の 2019 年度の施工予定は 20 棟。 

 

■耐震構法 ＳＥ構法                                                                

高精度な集成材を軸組部分に採用し、接合部にエヌ・シー・エヌの独自開発によるSE金物を使用して、圧倒的な構造強度を実現

した住宅構法が「耐震構法 SE 構法」です。構造計算データを基に安全性を確保できるため、安心して建てることのできる住宅とし

て、また、大開口を自在に配置することができるので、パッシブな家づくりに適した構法としても注目されています。強度が高く品質の

安定した「構造用集成材」を採用している、柱と梁の接合部の断面欠損が少ない、柱の引き抜き強度が高いなどから耐震性能や

台風などの自然災害に高い性能を保ちます。施工する工務店は、特別な講習を受け資格を取得した全国の 520 社。創業

以来、全棟構造計算・全棟性能保証を実施し、現在では全国に延べ 22,000 棟超の SE 構法の家は、東日本大震災

や中越地震、熊本地震においても 1 棟も全半壊はありませんでした。 

 



   

 

 

■会社概要                                                                      

会社名：株式会社エヌ・シー・エヌ  http://www.ncn-se.co.jp/  

代表者：代表取締役社長 田鎖郁夫 

所在地：〒108-0075 東京都港区港南1-7-18  A-PLACE 品川東  

ＴＥＬ：03-6872-5601  FAX:03-6872-5611 

設 立：1996 年 12月 11 日  

資本金：3 億 8,751 万円  

従業員数：85名（構造設計一級建築士4 名、一級建築士 12名、二級建築士11 名） 

 

□事業内容 

・木造システム「耐震構法ＳＥ構法」の提供 

（SE 構法の開発、構造計算、資材販売、品質履歴管理、性能保証）  

・建築ネットワーク事業  

（建設会社ネットワーク、住宅ブランド、設計事務所ネットワーク）  

・建築関連サポート  

（登録施工店サポート、長期優良住宅認定申請サポート、保険金融サポート）  

 

□関係会社  

・SE 住宅ローンサービス株式会社  

・株式会社MUJI HOUSE （無印良品の家）  

・株式会社MAKE HOUSE   

 

 

 

 

                                                                         

■本リリースへのお問い合わせ 

株式会社エヌ・シー・エヌ  

企画推進室担当：安藤・石渡・大附    TEL：03-6872-5637 FAX：03-6872-5725 mail : press@ncn-se.co.jp 

mailto:press@ncn-se.co.jp

